
この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金により発行されています。

・赤い羽根共同募金　各種募金実績／ありがとうメッセージ紹介
・ボランティア活動保険加入助成／ボランティア募集！！
・ふくし川柳・短歌・俳句募集！
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平成 22 年度

赤い羽根共同募金へ
たくさんの方から 

善意をいただきました！

8,172,194 円

一般募金　内訳
戸別募金 4,792,800 円
街頭募金 217,251 円
法人募金 213,000 円
学校募金 130,883 円
職域募金 163,878 円

イベント募金 315,832 円
個人募金 18,467 円

その他の募金 518,683 円
合　　計 6,370,794 円

歳末たすけあい募金　内訳
戸別募金 1,663,500 円
個人募金 12,100 円

その他の募金 125,800 円
合　　計 1,801,400 円

敬老をお祝いして白寿の方 22
名、100 歳以上の方 36 名へ
記念品をお渡ししました。

《内訳》
　一般募金 6,370,794 円
　歳末たすけあい募金 1,801,400 円

平成 22 年度は、志布志市社会福祉協議会へ
5,559,425円が配分され、様々な活動資金に活用されています！

※�鹿児島県共同募金会へ
全額送金しました。

障がいをお持ちの方、介護者が交流を
図りました。写真はイオンショッピング
センター（都城市）にて撮影しました。

小・中学生を対象に「第5回志布志
市福祉作文・絵画コンクール」を実
施し、福祉育成に取り組んでいます。

ボランティアや民生委員により、一人
暮らし高齢者等へ手作りの年越しそ
ばやちらし寿司をお届けしました。

学校の教職員を対象に、児童・生徒
と一緒にできるレクリエーションや車
イス体験等の講座を開催しました。

敬老訪問

障がい者戸外ふれあい 福祉作文・絵画
コンクールを実施

歳末年越しそば・弁当宅配 教職員ボランティア
講座を開催

高齢者のために 2,437,240 円

障がい児・者のために 369,561 円

児童・青少年のために 100,000 円

母子・父子世帯のために 160,000 円

福祉育成のために 768,431 円

広報のために 1,724,193 円

配分額合計 5,559,425 円

平成 22 年度に志布志市
社会福祉協議会に配分された

5,559,425 円

事業費 29,561円 事業費 349,822 円

事業費 116,000 円 事業費 199,240 円 事業費 18,609 円

事業の一部を紹介します

募金
総額



■ 2011. ３（3）

　志布志小学校では、いただいた 5万円の活動
費を児童会を中心に話し合って「花と緑と笑顔
の学校」になるように、環境緑化や美化活動に
使うことにしました。おかげで 1年を通して花
いっぱいの学校にすることができました。来校
された方々から「きれいだね」と言われる度に
うれしくなって、おもわず笑顔になります。あ
りがとうございました。
� （児童代表�6 年�南斗真）

　貴重なボランティア募金の中から助成金を頂
き有り難う御座います。お陰様で毎月第２土曜
日、健康ふれあいプラザ内においておもちゃ病
院を開院しております。志布志の将来を背負っ
てくれるであろう子ども達に、モノの大切さや
素直に有難うと言える子どもの子育て支援の手
助けが出来ればと、地味なボランティア活動で
すが、どうぞお気軽なご利用と、ご支援宜しく
お願い致します。おもちゃのことなら「しぶし
おもちゃ病院へ」� （大山博美）

　共同募金のお陰様で独居高齢者の方々に年越
しソバを届けるようになって 20年になります
が、今回は 241 名の方に届けました。30数名
で手際よく和気あいあいの下、みるみる内に出
来上がるソバ・出し汁・薬味そして「お気を付
けて、よいお年を」のメッセージを添えて喜ん
で下さる笑顔に会えるのを楽しみに足取りも軽
くなります。� （榎添登美子）

　かねて一人暮らしの高齢者に憩いの場を設け
て、｢励まそう｣ と 1月 23日に公民館に集って、
指体操、映画を見て会員 15名で作った、なつか
しいダンゴ汁、おにぎり等を 35名でいただきま
した。参加者から「今年も来てよかった」と言わ
れ感動しました。助成を受け参加者から喜ばれ、
募金に協力された方々に恩返しできました。

（中村正人）

共同募金配分金ありがとうメッセージ
〜赤い羽根共同募金の配分を受けた方々からのメッセージを紹介します！〜 

配分先：志布志市立 志布志小学校
事業名：ボランティア協力校市指定助成事業

配分先：尾野見地区社会福祉協議会
事業名：ひとり暮らし高齢者の集い

配分先：しぶしおもちゃ病院
事業名：ボランティアグループ活動助成事業

配分先：ボランティアグループなかよし、有明地区民児協
事業名：歳末年越しそば宅配事業

配分金額：５０，０００円

配分金額：２６，７００円

配分金額：１５，０００円
つかいみち：のぼり旗等の資材購入

つかいみち：椎茸、調味料等の材料費

つかいみち：花苗、種、プランター等の購入

つかいみち：ダンゴ汁、おにぎり等の材料費
配分金額：５４，９８９円
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皆様の善意に
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平
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・
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。
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ご
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協
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に
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感
謝
申
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上
げ
ま
す
。

3/14 現在
会費名 各　　数 金　　額

一 般 会 費  9,680　　　戸 1,936,000  円
賛 助 会 費  117　　　名 117,000  円
団 体 会 費 7　　団体 36,000  円
特 別 会 費

（※下記、一覧参照） 64　事業所 405,000  円

合　　　　計  2,494,000 円

特別会員一覧

社協会費一覧

坂 口 装 飾 ㈲ 北 崎 水 産 加 工
㈱ 内 山 組 南 九 州 液 化 ガ ス ㈱
㈱エーコープ鹿児島��A コープあおぞら店 医療法人�皓歯会� 坂元歯科医院
㈱カクイックスウィング曽於サテライト ㈲ の せ 電 器
医療法人�ささき歯科・小児歯科 ㈲ 志 布 志 塵 芥 サ ー ビ ス
加 治 屋 正 樹 税 理 士 事 務 所 坪 水 醸 造 ㈱
特別養護老人ホーム�� 賀 寿園 ㈲ 三 井 メ デ ィ ッ ク ス
㈲ 川 崎 米 穀 店 医療法人�一斉会�陽春堂内科診療所
㈱ ホ ー ム マ ン 北 山 ㈲ 鬼 塚 製 茶
㈲ 南 九 州 記 念 品 店 冨 松 石 油 店
山 角 米 穀 店 桑 鶴 電 気 管 理 事 務 所
㈱ 鹿 児 島 有 恒 社 ㈲ 上 村 本 店
橋 口 自 動 車 整 備 工 場 フ ン ド ー キ ン 醤 油 ㈱
医 療 法 人� 愛 誠 会� 昭 南 病 院 大 山 病 院
ど う ぞ の 自 動 車 ㈲ 丸 五
金 田 消 防 防 災 ㈱ ㈲ 丸 八 水 産
医 療 法 人� 手 塚 ク リ ニッ ク ア サ ヒ 物 産 ㈱
医 療 法 人� Ｓ Ａ Ｋ Ｕ Ｒ Ａ 志 布 志 船 舶 給 水 ㈱
竹 田 水 産 医 療 法 人� 左 右 会�� 藤 後 病 院
㈲ 久 保 田 自 動 車 ㈱ 岡 崎 鶏 卵 志 布 志 店
鍋 山 自 動 車 整 備 工 場 ㈱ 久 永
医 療 法 人� 昭 平 会� 平 川 内 科 ㈲ 松 原 建 設
㈲ ス ー パ ー ぬ き さ こ 医療法人�秀聖会�山下クリニック
医療法人�誠仁会�はまさき耳鼻咽喉科 ㈲ 宝 満 自 動 車
松 尾 自 動 車 ㈱ 大 隅 衛 生 志 布 志
㈲ 田 中 通 信 工 業 南日本マイクロコンピューター㈱
鹿 児 島 黒 豚� 新 地 農 場 ㈲ ミ ヤ ウ チ
㈱ セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス ㈱ エ ム・ デ ィ・ エ ス
㈲ 上 平 工 務 店 ㈲ 東 山 石 油 店
㈲ 志 布 志 水 道 そお鹿児島農業協同組合�志布志支所
㈲ う え は ら 電 器 か わ さ き 電 機
松 山 重 機 サ ー ビ ス 天 水 製 茶

（順不同、敬称略）



　行政の地域福祉計画への参画と
これに連動した「地域福祉活動計
画」の策定を目指す。
小地域ネットワーク
の活動の推進。広報
活動。福祉活動の啓
など。

　ボランティア団体の活動援助、堀り起こし、広
報を行っています。青少年の福祉に対する関心
を高める為にボランティア協力校指定、福祉作文
絵画、福祉体験学習等、また一
般の方によるボランティア育成講
座、教職員ボランティア講座、ま
たサロン活動等も行っています。

　人間関係、財産問題、結婚、離婚、
事故、法律等相談者の立場になっ
て相談員が解決の
糸口へと導きます。

　低所得者世帯や身体障害者世
帯、高齢者世帯の自立更生を図る
ため貸し付ける生活
福祉資金貸付事業を
行っています。

　火災、自然災害等により罹災さ
れた方に見舞金を支給する事業を
行っています。また日本赤十字社
市地区より救援物資、
共同募金より見舞金
の支給も行っていま
す。

　心身障害者（児）一日戸外遠足、
移送サービス事業。また、各種福
祉団体育成援助活
動を行っています。

❶ 福祉のまちづくり事業 ❸ ボランティアセンター活動事業❷ 心配ごと相談所設置事業

❹ 各種資金貸付事業 ❻ 災害援護事業❺ 福祉団体育成支援

志布志市社会福祉協議会会費では、
次のような事業を行っています。

　志布志市社会福祉協議会では、『誰でも安心して暮らせる福祉のまちづくり』を目指しております。皆
様一人一人が会費納入のご協力により社会福祉協議会の構成員となり地域の福祉を支えております。ま
た、会費の一部で下記の社会福祉事業を推進しております。いわば皆様が市内の福祉向上の一役担ってお
ります。どうぞ趣旨をご理解いただきまして今後も、志布志市社会福祉協議会会費の納入にご協力をよろ
しくお願い申し上げます。

■
志
布
志
市
共
同
募
金
委
員
会
と
は
？

　

�　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
集
め
方
や
使
い

方
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
団
体
や
住
民
が

参
加
し
意
見
交
換
を
行
う
場
で
す
。

■
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

�　

共
同
募
金
委
員
会
に
参
加
し
て
、
共
同

募
金
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
意
見
を
出
し

た
り
、
共
同
募
金
の
配
分
金
を
受
け
る
団

体
を
審
査
し
た
り
し
ま
す
。

■
対
象
者
は
？

　

�　

志
布
志
市
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
23

年
４
月
１
日
現
在
、
年
齢
が
満
18
歳
以
上

の
方
で
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
関
心
の
あ

る
方
。
当
法
人
の
理
事
、
評
議
員
及
び
職

員
又
は
、
こ
れ
ら
に
類
す
る
他
の
職
務
を

兼
任
し
な
い
方
。

■
謝
礼
は
？

　

○
委
員
会
出
会
…
４
，
０
０
０
円

（
１
回
あ
た
り
）、
費
用
弁
償

　
　

※�

委
員
会
は
年
２
～
３
回
の
開
催
予
定

で
す
。

■
応
募
方
法

　

�　

２
名
募
集
し
ま
す
。
①
郵
便
番
号
②
住

所
③
氏
名
④
性
別
⑤
電
話
番
号
⑥
職
業
を

記
入
の
上
、
は
が
き
、
Ｆ
ａ
ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
＂委
員
希
望
＂
と
明
記
し
下
記
ま

で
ご
応
募
下
さ
い
。
な
お
、
応
募
多
数
の

場
合
は
年
齢
、
地
域
性
を
考
慮
し
た
上
で

決
定
し
、決
定
者
の
み
通
知
い
た
し
ま
す
。

■
応
募
期
限

　

�　

平
成
23
年
４
月
12
日
（
火
）
必
着

■
お
問
合
せ
先

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

志
布
志
本
所

☎
４
７
２
‐
１
８
０
０ 

担
当
：
地
域
福
祉
係

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
？

  

志
布
志
市
共
同
募
金
委
員
会
の
委
員
募
集
！

〒 899-7103
　志布志市志布志町志布志 3222-1
（志布志市健康ふれあいプラザ内）
　志布志市社会福祉協議会
　　　　共同募金委員募集係
・Fax：472-1593
・E メール：info@shibushi-syakyo.jp

応 募 先

■ 2011. ３（7）



〜
森
山
地
区
サ
ロ
ン（
志
布
志
町
）〜

　

今
回
は
「
森
山
地
区
サ
ロ
ン
（
志
布
志

町
）」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
別
府
公
民
館
で
月
１
回
開
催
さ
れ
て

お
り
、
参
加
者
は
５
名
と
こ
じ
ん
ま
り
と
し

た
サ
ロ
ン
で
し
た
。
会
場
の
周
り
は
畑
と
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
あ
り
、
時
に
は
自
然
に
親

し
み
な
が
ら
の
散
歩
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み

込
ま
れ
て
お
り
、
季
節
を
感
じ
さ
せ
る
場
所

で
の
開
催
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
流
れ
は
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
お

喋
り
を
し
な
が
ら
の
茶
話
会
、
そ
し
て
メ

イ
ン
に
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で
の
小
物
づ
く
り

に
挑
戦
し
、
各
自
出
来
上
が
り
を
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

今
日
が
初
め
て
の
参
加
者
が
あ
り
、
お

嫁
さ
ん
に
伴
わ
れ
て
の
参
加
で
歓
迎
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
方
は
い
ろ
ん
な
活

動
を
さ
れ
、
特
に
地
域
で
は
「
だ
ご
づ
く

り
名
人
」
と
し
て
若
手
を
育
て
後
継
者
も

出
来
て
良
か
っ
た
と
参
加
者
か
ら
は
労
を

ね
ぎ
ら
う
声
が
か
か
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

参
加
の
新
人
は
93
歳
に
な
る
女
性
で

「
参
加
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
、

昨
夜
は
そ
わ
そ
わ
し
た
」
と
話
し
な
が
ら

輪
の
中
に
入
っ
て
い
か
れ
、
安
堵
し
た
笑

顔
と
温
か
い
雰
囲
気
に
「
ホ
ッ
」
と
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
こ
に
来
る
こ
と

に
よ
り
、
皆
と
笑
っ
た
り
語
ら
っ
た
り
と

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
最
高
」
と
笑
顔
で

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
を
使
い
小
物
づ
く
り
に

取
り
か
か
る
ま
で
に
は
、
参
加
者
は
配
色

を
考
え
好
き
な
色
を
選
ぶ
作
業
に
時
間

を
か
け
、
悩
み
な
が
ら
も
納
得
す
る
色
を

選
ぶ
の
に
集
中
し
、
ま
る
で
カ
ラ
ー
セ
ラ

ピ
ー
の
よ
う
で
、
ど
の
方
も
真
剣
に
目
を

輝
か
せ
て
選
ん
で
い
ま
し
た
。
次
は
、
指

先
を
使
う
細
か
い
作
業
で
悪
戦
苦
闘
の
連

続
で
、
や
っ
と
出
来
た
小
物
は
世
界
に
一

つ
し
か
な
い
何
物
に
も
代
え
が
た
い
宝
物

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

講
師
に
よ
る
と
、
材
料
選
び
の
配
色
や

細
か
い
手
作
業
は
脳
の
活
性
化
に
も
な
る

と
い
う
こ
と
で
、
最
後
出
来
上
が
る
ま

で
目
配
り
の
中
、
物
を
作
り
上
げ
る
楽
し

み
を
感
じ
さ
せ
る
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
時

に
は
、
物
を
作
る
と
い
う
の
も
楽
し
み
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
今
回
の
集
い
で
新

し
い
発
見
で
し
た
。
作
り
上
げ
る
と
い
う

達
成
感
を
感
じ
て
か
ら
の
お
茶
は
お
い
し

く
、
ぜ
ん
ざ
い
や
お
は
ぎ
に
漬
物
な
ど
い

た
だ
き
、
参
加
者
の
笑
顔
が
と
て
も
素
敵

な
サ
ロ
ン
で
し
た
。

　

市
内
の
各
サ
ロ
ン
会
場
で
活
躍
し
て

い
る
、
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
修

会
を
開
催
し
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、

「
鹿
児
島
鍼
灸
治
療
院
」
の
泊
平
八
郎
院

長
に
実
技
を
交
え
て
楽
し
く
ご
指
導
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
弾
む
歌
声
の
フ
ロ
ム
し
ぶ
し

（
志
布
志
市
の
歌
）
に
合
わ
せ
「
は
つ
ら

つ
体
操
」
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
な
ど
が
生
き
が
い
を
見
出
し
、

地
域
に
お
い
て
孤
独
感
の
解
消
や
心
身

の
機
能
低
下
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、

地
域
の
公
民
館
や
個
人
宅
を
利
用
し
て
、

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
む
も
の
で
す
。

　

現
在
、
志
布
志
市
内
で
、
35
ヶ
所
（
松

山
町
14
ヶ
所
、
志
布
志
町
12
ヶ
所
、
有

明
９
ヶ
所
）
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

月
に
一
回
の
参
加
費
が
100
円
必
要
で
、

開
催
場
所
ま
で
自
分
で
歩
い
て
来
れ
る

方
等
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
事

故
や
ケ
ガ
に
備
え
て
社
会
福
祉
協
議
会

で
保
険
に
加
入
い
た
し
ま
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
志
布
志
市
内

の
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

を
市
民
編
集
員“
有
馬
ケ
イ
子
さ
ん
”

の
取
材
の
元
、
紹
介
し
ま
す
。

地
域
に
元
気
を
届
け
て
ま
す

～
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
～

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
で

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

エコクラフトづくりにて

　
「
つ
ぼ
と
健
康
」
の
講
演
は
、
一
つ
一

つ
が
と
っ
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

食
生
活
に
も
旬
の
も
の
を
取
り
入
れ
、

健
康
な
体
を
作
り
、疲
れ
た
ら
つ
ぼ
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
フ
ロ

ム
し
ぶ
し
に
合
わ
せ
た
は
つ
ら
つ
体
操

は
、「
志
布
志
の
歌
」
と
感
じ
ら
れ
る
よ

う
い
ろ
ん
な
場
所
で
普
及
が
で
き
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
つ
ぼ
と
健
康
」
と
っ
て
も
良
か
っ
た
。

さ
っ
そ
く
サ
ロ
ン
で
や
っ
て
み
よ
う
。

　

も
う
少
し
多
く
の
人
に
サ
ロ
ン
に
来

て
ほ
し
い
で
す
が
、
な
か
な
か
人
集
め

は
大
変
で
す
。

　
で
も
、毎
回
楽
し
ー
く
や
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声
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私
達
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ｢

な
か
よ
し｣

は
、
平
成
６
年
３
月
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
地
域
に
貢
献
す
る

目
的
で
結
成
し
ま
し
た
。
現
在
80
名(

男

性
６
名
女
性
74
名)

の
会
員
が
７
校
区

で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
活
動
内
容
は
、
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
歌
の
宅
配
、
絵

手
紙
年
賀
状
、
年
越
し
そ
ば
作
り
、
本
の

読
み
聞
か
せ
、
マ
イ
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
作

戦
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
見
守
り
活
動
な

ど
で
す
。
な
か
で
も
、「
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
」
で
は
、
現
在
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
小
松
の
里
」
に
訪
問
し
、
入
居

者
の
方
々
と
交
流
等
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
ユ
ニ
ー
ク

な
活
動
「
歌
の
宅
配
」
は
、「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」
に
参
加
で
き
な
い
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
宅
に
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
持
参
で
歌

の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
る
活
動
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
な
か
よ

し
」
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
る

方
の
会
員
募
集
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま

す
。「
歌
の
宅
配
」「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

活
動
」
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の

あ
る
方
は
是
非
私
達
と
一
緒
に
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

入
会
ま
た
は
活
動
内
容
な
ど
詳
し
い

こ
と
を
お
聞
き
に
な
り
た
い
方
は
、
左

記
ま
た
は
各
校
区
代
表
者
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

～
問
い
合
わ
せ
先
～

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　「
な
か
よ
し
」

　
　
　
　
会
長
　
永
　
沼
　
順
　
子

☎
４
７
４
―
０
３
４
３

有
明
町

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

｢

な
か
よ
し｣

紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
コ
ー
ナ
ー

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
志
布

志
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
事
故
・
災
害
等
を

幅
広
く
補
償
す
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

保
険
」
の
加
入
受
付
を
行
って
お
り
ま
す
。

　
助
成
期
間
中
に
申
請
し
ま
す
と
、
１
人
当

り
の
掛
金
の
内
１
０
０
円
を
助
成
い
た
し
ま
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
補
償
期
間

　

加
入
申
込
手
続
き
完
了
日
の
翌
日

　

午
前
０
時
～

　
　

平
成
24
年
３
月
31
日
午
後
12
時

■
助
成
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日
～

平
成
23
年
６
月
30
日

■
加
入
で
き
る
方

　

�　

当
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
さ
れ
て
い
る
個
人
ま
た
は

団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま

た
は
そ
の
所
属
の
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

※�

新
規
登
録
も
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

■
補
償
内
容

　
・�
活
動
中
に
様
々
な
事
故
に
よ
る
ケ

ガ
や
賠
償
責
任
を
補
償
し
ま
す
。

　
・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
た
め
に
開
催

し
た
学
習
会
や
会
議
等
も
補
償
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
・�

活
動
場
所
と
自
宅
と
の
往
復
途
上
の

事
故
も
補
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
（�

※
自
宅
以
外
の
場
所
か
ら
出
発
す

る
場
合
は
、
そ
の
場
所
と
活
動
場

所
の
途
上
と
な
り
ま
す
。）

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

　

�　

加
入
申
込
み
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
必
要
事
項

を
登
録
用
紙
に
記
入
し
ま
す
。）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み
先

　

 

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

志
布
志
本
所 

☎
４
７
２

−

１
８
０
０

松
山
支
所　

 

☎
４
８
７

−

２
０
０
１

有
明
支
所　

 

☎
４
７
４

−

０
３
１
０

加入プラン

タイプ
A プラン B プラン

基本タイプ 280 円 420 円

天災タイプ
（地震・噴火・津波） 490 円 720 円

※上記金額は年間保険料です。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
加
入
助
成
の
ご
案
内

茶がらスティックを作っているところ
（施設ボランティア）

サロンでの団らん風景
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・
人
口
総
数�

４
０
３
名

・
65
歳
以
上
の
人
口�

１
８
２
名

・
高
齢
化
率�

４
５
．
２
％

�
（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
）

　
私
達
、
夏
井
陣
岳
地
区
社
協
は
、
地
区
民
が

積
極
的
に
行
事
な
ど
に
参
加
し
や
す
い
よ
う
日
頃

の
活
動
を
通
し
て
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

【
外
之
牧
サ
ロ
ン
の
Ｐ
Ｒ
】
介
護
保
険
制
度
改
正

等
に
よ
り
、
地
域
で
の
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

利
用
も
限
ら
れ
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
場
所
も

少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
サ
ロ
ン
参
加
者

全
員
で
、
健
康
増
進
の
為
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

開
催
や
指
導
者
に
よ
る
健
康
保
持
の
た
め
の
健
康

体
操
、
参
加
者
の
日
頃
の
孤
独
感
解
消
と
結
い
を

図
っ
て
い
ま
す
。
休
憩
時
間
に
は
お
茶
や
季
節
の

料
理
な
ど
を
持
ち
寄
り
世
間
話
を
し
な
が
ら
楽
し

く
過
ご
し
毎
月
１
回
開
催
を
し
て
お
り
ま
す
。

【
夏
井
サ
ロ
ン
の
Ｐ
Ｒ
】
月
に
１
回
皆
さ
ん
と
会
話
を

し
な
が
ら
昼
食
を
楽
し
み
ま
す
。
環
境
の
こ
と
も
考

え
、
自
分
の
箸
を
持
参
し
て
い
ま
す
。
集
落
内
外
の

方
々
へ
参
加
の
声
か
け
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
要
介

護
の
方
も
参
加
で
き
る
環
境
作
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
民
生
委
員
や
協
力
員
、
地
区
社
協

役
員
、
老
人
会
、
地
区
住
民
が一人
暮
ら
し
の
高

齢
者
、
身
体
障
害
者
所
帯
を
訪
問
し
声
か
け
や

安
否
確
認
、
見
守
り
を
続
け
て
い
ま
す
。
年
に

１
回
皆
さ
ん
が
首
を
長
く
待
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
集

い
を
開
催
し
て
、
お
互
い
の
健
康
な
姿
を
見
て
喜

び
合
い
和
気
あ
い
あ
い
の
中
楽
し
く
食
事
を
摂
り

な
が
ら
昔
話
を
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
公
民

館
長
、
老
人
会
長
、
自
治
会
長
等
の
話
を
聞
い

た
り
し
て
近
況
を
知
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
（
三

味
線
、
歌
）
で
は
、
踊
っ
た
り
手
拍
子
を
し
て
り

し
て
、
最
後
は
抽
選
会
を
行
い
愉
快
な
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
す
。
来
年
も
又
元
気
で
会
い
ま
し
ょ

う
と
言
っ
て
握
手
し
た
り
、
声
を
か
け
な
が
ら
挨

拶
を
し
て
笑
顔
で
別
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
こ
の
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
方
々
か
ら
大
変
喜
ば
れ
ま
す
。
地
区
社
協

役
員
、
子
供
会
、
保
護
者
も
一
緒
に
集
い
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
開
催
し
、
ケ
ー
キ
や
飲
物
、
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
子
供
達
と
ふ
れ
あ
い
ま
す
。
高

齢
者
の
方
々
が
昔
話
を
さ
れ
た
り
、
子
供
達
が

声
を
か
け
遊
ん
だ
り
し
ま
す
。
一
生
懸
命
子
供

達
が
準
備
や
後
始
末
を
手
伝
い
す
る
姿
を
見
て

感
心
さ
れ
た
り
し
、
最
後
は
お
楽
し
み
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
し
て
終
わ
り
ま
す
。
楽
し
か
っ
た
、

楽
し
か
っ
た
と
言
わ
れ
開
催
し
て
良
か
っ
た
と

関
係
者
一
同
喜
ぶ
こ
と
で
し
た
。
仲
間
意
識
が

充
実
す
る
中
で
、
こ
の
機
運
が
今
後
益
々
高
ま

り
絆
が
一
層
深
ま
り
、
今
後
も
発
展
継
続
出
来

る
よ
う
関
係
者
一
同
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。�

（
地
区
社
協
役
員
、
関
係
者
一
同
）

・
人
口
総
数�

１
，
７
６
２
名

・
65
歳
以
上
の
人
口�

４
９
９
名

・
高
齢
化
率�

２
８
．
３
％

�

（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
）

　

私
達
地
区
社
協
は
校
区
公
民
館
の
別

組
織
と
し
ま
し
て
、
公
民
館
役
員
、
民

生
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
老

人
ク
ラ
ブ
、
小
学
校
、
駐
在
等
を
構
成

員
と
し
ま
し
て
地
域
の
福
祉
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
だ
ん
会
う
こ
と
の
少
な
い
校
区
内

の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
が
一
同
に

集
ま
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
お
話
を
さ
れ

た
り
、
各
種
催
し
な
ど
で
一
日
を
楽
し

く
過
し
、
元
気
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
ま
し
て
今
回
（
10
月
31
日
）

初
め
て
こ
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
予
想
を
超
え
た
１
０
０
名

近
い
高
齢
者
、
関
係
者
に
参
加
頂
き
、

高
齢
者
に
被
害
の
多
い
「
悪
徳
商
法
を

防
ぐ
た
め
に
」
の
講
話
や
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
田
淵　

司
さ
ん
の
「
皆
で
歌

お
う
・
昔
懐
か
し
の
歌
」
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
楽
し
く
一
日

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
昼
食
は
公
民
館

女
性
部
の
手
作
り
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に
大

変
喜
ば
れ
、
そ
の
後
の
お
楽
し
み
抽
選

会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
今
日
は
楽
し
か
っ
た
。
来
年
も
ぜ
ひ

参
加
し
た
い
。」
の
参
加
者
の
声
に
、
こ

の
つ
ど
い
は
日
々
在
宅
で
生
活
さ
れ
て

お
ら
れ
る
高
齢
者
の
楽
し
み
の
一
つ
と

し
て
効
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

市
内
各
地
区
社
協
で
は
こ
の
事
業
を

実
施
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
私
達
野

神
地
区
で
も
地
域
の
見
守
り
、
安
否
確

認
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心

し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
こ
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

野
神
地
区
社
協
を
核
と
し
ま
し
て
、

地
区
内
を
三
つ
の
班
に
分
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
民
生
委
員
を
中

心
に
見
守
り
協
力
員
が
高
齢
者
宅
を
訪

問
し
て
声
か
け
、
安
否
確
認
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
年
間
２
回
開

催
し
、
今
年
は
地
区
内
の
要
援
護
者
や

協
力
員
の
状
況
、
危
険
個
所
を
確
認
す

る
う
え
で
、
福
祉
マ
ッ
プ
作
り
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。（

会
長　

市
ケ
谷　

誠
）

地区社協だより 小地域で福祉活動を展開する
地区社会福祉協議会を紹介します。

夏
井
陣
岳
地
区

社
会
福
祉
協
議
会

（
志
布
志
町
）

野
神
地
区社会

福
祉
協
議
会

（
有
明
町
）

「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

「
野
神
校
区
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
」
を
実
施

「
近
隣
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
見
守
り
活
動
）
推
進
事
業
」

「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
」

一人暮らし高齢者の方々が交流を深めました。

「ふれあいの集い」にて（H23．2/13 開催）

志布志中学校長によるマジックショーも楽しみました。
「ふれあいの集い」にて（H22．10/31 開催）

「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
見
守
り
活
動
」
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　�

　
今
回
は
、
花
見
見
物
等
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
生
活
に
役
立
つ
様
々
な

情
報
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

知
り
た
い
情
報
、
質
問
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

社
協
各
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

今
年
の
桜
開
花
予
想
は
大
隅
で
３
月
20
日

か
ら
３
月
23
日
の
期
間
だ
そ
う
で
す
。（
桜

開
花
予
想
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ス
）

　

志
布
志
市
で
は
大
浜
緑
地
公
園
（
志
布
志

市
体
育
館
横
）、
大
師
公
園
（
志
布
志
町
松

原
集
落
）、
志
布
志
市
役
所
本
庁
隣
、
松
山

運
動
公
園
そ
ば
の
松
山
城
址
な
ど
が
主
な
見

物
場
所
で
、
い
ず
れ
も
ト
イ
レ
完
備
で
す
。

　

満
開
の
桜
の
下
で
、
時
間
を
忘
れ
て
、
家

族
、
恋
人
、
友
人
、
会
社
の
同
僚
な
ど
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
コ
ッ
プ
に
花
弁
が
入
る
と
良
い

こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
よ
。

　

あ
と
、
立
つ
鳥
、
跡
を
濁
さ
ず
。
こ
れ
を

忘
れ
な
い
で
皆
で
気
持
ち
よ
く
花
見
を
し
た

い
で
す
ね
。

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

新
コ
ー
ナ
ー
と
し
ま
し
て
、
川
柳
・
短

歌
・
俳
句
を
通
じ
て
、
今
以
上
に
幅
広

い
年
齢
層
の
市
民
に
福
祉
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
い
、広
く
福
祉
に
興
味
を
持
っ

て
頂
き
た
く
、
募
集
致
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
募
集
要
項
に

て
ご
応
募
下
さ
い
。
ま
た
、
投
稿
総
数
に

応
じ
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
応
募
方
法

　
・�

氏
名
又
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
町
名
を

記
入

　
・�

一
人
２
作
品
ま
で

　
・�

ハ
ガ
キ
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

　
※
電
話
に
よ
る
応
募
は
致
し
ま
せ
ん
。

○
応
募
締
切

　
平
成
23
年
４
月
15
日
㈮
ま
で

○
掲
載
に
つ
い
て

　
・
平
成
23
年
５
月
26
日
発
行

　

�「
さ
さ
え
あ
い
」
第
32
号
に
掲
載
予
定

『
ふ
く
し
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
』

募
集
し
ま
す
。

〒 899-7103
志布志町志布志 3222-1
TEL：472-1800
FAX：472-1593
E-mail：
info@shibushi-syakyo.jp

志布志市
社会福祉協議会
（志布志市健康ふれあいプラザ内）
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今
回
の
特
集
　『
花
見
』

よ
く
い
や
ん
せ

まっ

　

暮
れ
も
押
迫
っ
た
12
月
28
日
、
晴
天
に
恵

ま
れ
た
の
も
、
や
は
り
こ
う
い
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
自
主
的
に
し
た
い
と
い
う
中

学
生
の
姿
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

宇
都
中
学
校
生
徒
会
12
名
（
２
年
生
11
名
、

１
年
生
１
名　

会
長　

城
之
尾
み
さ
き
さ

ん
）
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、「
Ｊ
Ａ
あ

お
ぞ
ら
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
で
末
年
越
し

の
清
掃
活
動
等
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
今
年
で
２
回
目
に
な
り
ま
す
。
学
校

の
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
生
徒

会
か
ら
自
主
的
に
発
足
し
、
掃
除
を
し
た
り
、

施
設
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
ご
高
齢
者
と
も

対
話
等
で
ふ
れ
あ
う
な
ど
、
施
設
だ
け
で
な

く
、
ご
利
用
者
の
方
の
笑
顔
ま
で
引
出
し
て

い
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
自
分
た
ち
の
住
む

ま
ち
（
地
区
）
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
、
そ

こ
か
ら
将
来
、
笑
顔
で
生
活
し
て
い
く
た
め
の

方
法
を
探
ろ
う
と
ま
ち
（
地
区
）
を
語
る
会
を

モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

松
山
町
泰
野
地
区
福
祉
（
友
愛
）
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進
会
議
（
見
守
り
活
動
事
業
）
で

は
、
ま
ず
は
も
っ
と
ま
ち
（
地
区
）
を
知
ろ

う
と
、「
ま
ち
の
い
い
と
こ
ろ
」「
ご
近
所
の

困
り
ご
と
」
に
つ
い
て
、
意
見
を
出
し
合
い

ま
し
た
。

　

特
徴
と
し
て
地
域
の
つ
な
が
り
が
深
い
こ

と
、
若
い
世
代
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
や
認

知
症
へ
の
理
解
不
足
、
ゴ
ミ
分
別
が
難
し
い

こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
、
地
区
の
特
徴
を
参
加

者
全
員
が
共
有

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
定

期
的
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進
会

議
が
開
か
れ
、

見
守
り
活
動
を

通
じ
て
の
課
題

を
共
有
し
、「
共

助
」
で
き
る
環

境
が
さ
ら
に
充

実
さ
れ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

宇
都
中
学
校
生
徒
会
活
動

（
川
上　
敦 

校
長
）世代間交流で楽しいひととき

ネットワーク会議の様子

10
年
後
、
20
年
後
の

わ
た
し
た
ち
の
住
む
ま
ち
を

想
像
し
て
み
ま
せ
ん
か
。



【東北関東大震災】義援金受付の案内
　市民の皆様におかれましては、３月 11 日に発生した東北関東大震災に関しまして、被
災地の皆様に何らかの支援やお手伝いができないかとお考えのことと思います。社会福祉
協議会では、義援金窓口を開設しております。

　志布志市社会福祉協議会では、被害を受けた地域に対して必要な支援が行えるように、義
援金箱を設置しております。皆様方の温かいご支援をお願いいたします。

【義援金箱の設置場所と受付時間】
　社会福祉協議会…志布志本所 (健康ふれあいプラザ内　※休館は日曜日のみ )
　　　　　　　　　松山支所 (老人福祉センター内 )、有明支所 (市民センター内 )
　　　　　　　　　午前８時３０分から午後５時まで（本所は日曜日、各支所は土日を除く）
　志布志市役所……�本庁（本館正面入口横）、松山支所 ( 市民課前 )、志布志支所 ( ２階

総合案内窓口前 )
　　　　　　　　　午前８時 30分から午後５時まで（休日等閉庁日を除く）

【設置期間】
　平成２３年３月１４日（月）から平成２３年４月３０日（土）まで

　水や食料、毛布等の物資については、不足しているという報道もあるところです。しかしな
がら現状では、被災地側の受け入れ態勢（受付窓口、保管場所、振り分け方法等）や輸送ルー
トが確立されておらず、被災県より救援物資及びボランティアについては控えていただきたい
旨の連絡があったところです。３月 18日時点では、志布志市と協議中でありますので、今し
ばらくお待ち頂きますようお願いいたします。また、現地関係機関への問い合わせはご遠慮く
ださい。

災害に乗じて義援金・募金と称した詐欺が発生しています。十分にご注意ください。
なお、社会福祉協議会や市役所から、お願いの電話等することはございません。

《義援金等に関するお問い合わせ先》
社会福祉法人 志布志市社会福祉協議会
〒８９９－７１０３
鹿児島県志布志市志布志町志布志 3222-1
ＴＥＬ：０９９－４７２－１８００
ＦＡＸ：０９９－４７２－１５９３
ＭＡＩＬ：info@shibushi-syakyo.jp

《支援の方針等に関するお問い合わせ先》
志布志市役所　企画政策課

〒８９９－７４９２
鹿児島県志布志市有明町野井倉１７５６番地
ＴＥＬ：099－ 474－ 1111（内線 254）
ＦＡＸ：099－ 474－ 2281
ＭＡＩＬ：kikakutyousei@city.shibushi.lg.jp

義援金については志布志市社会福祉協議会において受け付けます。

救援物資の提供及びボランティアについては、現時点ではお控えください。

義援金を語る詐欺にご注意をしてください。

❶

❷

❸
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介護・生活
援助事業

　介護保険を利用できない方、必要なサービスが介護保険ではまかなえないきれない方、介

護保険では出来ないサービスを希望する方、病気、障害等を持つ方で手助けを必要とされる

方々に対してサービス提供を行う当事業所独自の介護サービス提供を目的とします。

概ね６５歳以上の高齢者及び障害のある方で介護
保険を利用できない方
　・介護保険ではできないサービスを希望する方
　・必要なサービスが介護保険でまかなえない方

志布志市内
※�それ以外の
地域の方も、
相談に応じ
ます。

志布志市社会福祉協議会
志布志本所（市健康ふれあいプラザ）
　☎０９９−４７２−１８００（担当：八代）

Ⅰ 身体介護
①食事介助、②衣服着脱の介助、③入浴介助、
④身体の清拭、⑤洗髪その他必要な身体介護、
⑥通院介助、⑦入院患者の食事介助、その他必要な身体介護

Ⅱ 生活援助

①調理、②衣類等の洗濯、③居室掃除、④庭の掃除、
⑤墓の掃除・生活必需品の買い物、⑥入院患者の洗濯
⑦薬受け取り代行、⑧ゴミの分別、⑨布団干し、
⑩関係機関との連絡、⑪書類の提出代行、⑫その他必要な家事

〜ささえあい〜
始めます！

Ⅰ 身体介護
昼間 １時間 １，２００円
夜間・早朝 １時間 １，５００円
深夜 １時間 １，８００円

Ⅱ 生活援助
昼間 １時間 １，１００円
夜間・早朝 １時間 １，４００円
深夜 １時間 １，６５０円

※時間詳細

昼間 ①　８：００　～　１８：００

夜間・早朝 ①１８：００　～　２０：００
②　５：００　～　　８：００

深夜 ①２０：００　～　　５：００

対
象
者

お
問
い

合
わ
せ
先

実
施
地
域

利
用
内
容

利
用
料
金
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次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お

礼
に
か
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
頂
き
ま
し
た
ご
寄

附
は
、
志
布
志
市
の
地
域
福
祉
向

上
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
22
年
12
月
29
日
か
ら

平
成
23
年
２
月
28
日
ま
で
）

自
治
会
名　

寄
附
者
名　

物
故
者
名

（
敬
称
略
）

大　

原　

中
島
直
幸　

故
ク
ニ
ヨ

上
昭
和　
宇
都
宮
信
也　

故
キ
ミ
ヱ

鹿
児
島
市　

安
﨑
清
武　

故
フ
ミ
エ

下
大
黒
二
丁
目　

原
伊
三
郎　

故
久
子

平　

床　
城
之
園
大
介　

故
ミ
サ

昭
和
台　

山
添
伸
一　

故
佐
多
ツ
ユ
子

福
島
渡　

柳
ミ
キ
子　

故
九
洲
男

下　

柳　

渡
邊
芳
廣　

故
勇

横
尾
下　

山
床
敏
郎　

故
三
郎

下
田
屋
敷　

天
水
亮
吉　

故
美
保
子

松
波
住
宅　

加
藤
光
子　

故
山
口
義
満

坂
之
上　

柳　

治
夫　

故
ミ
サ
オ

鎌　

石　
持
留
ミ
ド
リ　

故
正
春

町　

原　
宮
内
美
佐
子　

故
浩
一

東
夏
井　

前
田
常
雄　

故
サ
カ
エ

昭
和
台　
金
山
ユ
ク
ヨ　

故
高
夫

東
横
尾
下　
岩
満
ス
ミ
子　

故
武
俊

上
昭
和　

石
原
廉
美　

故
ミ
チ
ヱ

提　

口　
外
山
ツ
ル
エ　

故
善
也

中
大
黒
二
丁
目　

垣
内
秀
明　

故
孟
子

尾
野
見　
桃
木
美
代
子　

故
松
原
ト
ミ

東
山
ノ
口　

前
野
政
行　

故
正
美

元
平
山　

末
廣
照
美　

故
ナ
ス
ミ

上
通
山　
古
賀
ヨ
シ
エ　

故
恒
夫

稲
荷
下　
西
川
ヒ
デ
子　

故
豊

沢
津
ヶ
峯　

津
田　

登　

故
慶
志

清　

水　
池
邉
征
一
郎　

故
ス
ミ
エ

通　

山　
清
武
勢
津
子　

故
髙
橋
常
雄

下
宇
都　

北
野
裕
則　

故
正
義

下
通
山　
中
原
カ
ズ
子　

故
井
上
勇
三

沢
津
ヶ
峯　

津
留
利
麿　

故
ス
ミ
子

押
切
西　
福
留
ま
り
子　

故
俊
一

伊
崎
田
中
央　

菅
田
忠
男　

故
ヒ
サ

押
切
東　

井
上
エ
ミ　

故
世
光

中
吉
村　
高
原
ミ
ユ
キ　

故
富
義

上
普
現
堂　

向
原
政
弘　

故
ヒ
ロ

中
吉
村　

内
野
茂
子　

故
ク
マ
エ

茗
ヶ
谷　

野
口
昭
義　

故
ツ
キ

上
野
久
尾　

釘
田　

正　

故
ト
キ
ヨ

前　

田　

山
元
玉
子　

故
八
郎

愛
知
県
愛
西
市　

井
手　

勇　

故
武
光

　

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
の

方
々
よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
有
意

義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
大
黒
グ
ル
ー
プ６

０
，
０
０
０
円

（
敬
称
略
）

・
志
布
志
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

志
布
志
支
部　

タ
オ
ル
多
数

・
住
友
生
命
保
険
相
互
社

　

鹿
児
島
支
社�

車
椅
子　

１
台

・
外
之
牧　

匿
名�

雑
巾　

多
数

心配ごとがありましたら… 相談内容等の秘密は厳守します。ぜひ、
お越し下さい。なお、相談料は頂きません。〜金銭、年金、家族、住宅、ご近所トラブルなど〜

４月 ･５月の日程

●：志布志地区 472-1800
　　（健康ふれあいプラザ内）
●：松山地区　 487-2001
　　（老人福祉センター内）
●：有明地区　 474-0310
　　（市民センター内）

相談時間
10：00〜15：00

松
山
地
区

有
明
地
区

志
布
志
地
区

※日程は変更になる場合があります。右記までお気軽にお問合せ下さい。

　
編
集
員
を
担
う
ま
で
社
協
の

広
報
紙
は
、
と
っ
つ
き
に
く
い
よ

う
な
硬
い
イ
メ
ー
ジ
や
手
元
に
届

い
て
も
見
出
し
を
見
て
終
わ
る
と

い
う
の
が
多
か
っ
た
が
、
編
集
員

に
な
り
社
協
が
広
報
紙
で
市
民
へ

ど
の
よ
う
に
情
報
を
届
け
る
か
な

ど
、
一
文
字
一
文
字
が
大
事
な
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
事
業
に
つ

い
て
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
事

業
が
ど
こ
で
何
を
求
め
て
い
る

か
や
ど
う
繋
い
で
い
る
の
か
、

ま
た
成
果
や
結
果
な
ど
発
信
す

る
努
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
、
密
接

な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
社
協
の

活
動
で
あ
る
が
、
つ
い
当
た
り
前

過
ぎ
て
気
付
か
な
い
こ
と
も
数
多

く
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
に
、
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

情
報
を
提
供
す
る
広
報
紙
が
手
元

に
届
く
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
の
生
活
ぶ
り
に
目

を
向
け
、
地
域
全
体
が
安
心
安
全

な
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
少
し
で

も
、
出
来
る
範
囲
で
力
を
注
い
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
社
協
と
し
て
、
市
民
に
伝
え
た

い
こ
と
や
協
力
を
求
め
る
こ
と
は
、

丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
を
努
力
し

て
い
ま
し
た
。
特
に
、
募
金
や
寄

附
の
使
い
道
に
つ
い
て
も
、
市
民

そ
れ
ぞ
れ
が
納
得
い
く
使
い
方
な

ど
吟
味
し
て
も
ら
う
材
料
と
な
る

資
料
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
是

非
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方
に
一

読
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

○
編
集
員
２
名
よ
り

『
広
報
紙
編
集
員
』

一
年
間
を
ふ
り
返
っ
て

　
市
民
編
集
員
（
２
名
）
の
方
々

に
、
平
成
22
年
度
編
集
員
と
し
て

振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
お
詫
び
と
訂
正

第
30
号
、
香
典
返
し
寄
附
欄
（
有
明
地
区
）

訂
正
前

　
中
央
吉
村  

上
野
ス
ミ
カ  

故
武
光

訂
正
後

　
中
央
吉
村  

上
野
フ
ミ
カ  

故
武
光

訂
正
し
お
詫
び
致
し
ま
す
。
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